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巻
頭
言 

 
 
 
 

 

 
 

練
馬
支
部 

一
組 
開
和
分
教
会 

柄
澤
惠
芬 

平
成
三
十
年
六
月
十
一
日
、
三
代
会
長 

柄
澤
政
儀
の
出
直
し
に
よ
り
九
月
二
十
六
日
、

私
は
四
代
会
長
の
お
許
し
を
戴
き
十
一
月
二
十
三
日
、
開
和
分
教
会
四
代
会
長
就
任
奉
告

祭
を
執
り
行
わ
せ
て
頂
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

外
国
国
籍
持
ち
の
私
で
す
が
、
日
本
国
内
で
宗
教
法
人
代
表
役
員
に
就
任
す
る
の
が
初 

め
て
で
、
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
肩
の
荷
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

私
は
、
昭
和
三
十
八
年
二
月
三
日
、
上
海
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
兄
、
姉
と
私
の
三
兄
弟

の
末
っ
子
で
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
八
月
、
上
海
交
通
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
同
年
上
海

製
紙
会
社
に
就
職
、
平
成
六
年
六
月
、
日
本
へ
留
学
。
当
時
の
日
本
語
学
校
の
臨
席
の
方

が
張
愛
萍
で
、
台
湾
・
宜
蘭
か
ら
来
た
方
で
開
和
の
よ
ふ
ぼ
く
信
者
で
陳
其
鴻
夫
人
の
実

家
の
姪
だ
っ
た
。 

開
和
三
代
会
長
柄
澤
政
儀
は
張
さ
ん
の
身
元
保
証
人
だ
っ
た
。
こ
の
関
係
で
に
を
い
が

け
さ
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
初
席
を
運
び
、
教
会
参
拝
し
た
時
に
留
守
番
さ
れ
て
い
た
の

が
三
代
会
長
の
母
親
み
や
だ
っ
た
。
み
や
は
明
治
三
十
八
年
生
ま
れ
で
当
時
九
十
歳
の
高

齢
で
し
た
。
偶
然
な
が
ら
私
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
の
窓
か
ら
開
和
分
教
会
の
屋
根
が
見
え 

 

る
場
所
で
、
み
や
は
他
の
方
は
名
前
で
呼
ん
で
い
た
が
、
私
の
こ
と
だ
け
先
生
と
呼
び
、
何

で
も
私
を
頼
り
に
し
て
い
た
。
知
ら
な
い
う
ち
に
み
や
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
み
や
が
出
直
す
ま
で
の
三
年
間
、
毎
日
教
会
へ
通
っ
た
。 

 

私
は
み
や
か
ら
も
日
本
語
と
日
本
料
理
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
開
和
の
歴
史
と
信
仰
経

験
談
を
教
わ
り
な
が
ら
、
中
席
を
運
び
続
け
平
成
八
年
八
月
よ
ふ
ぼ
く
と
な
っ
た
。
平
成
九

年
四
月
五
日
朝
七
時
三
十
分
頃
、
み
や
は
玄
関
先
で
転
倒
し
、
大
腿
骨
を
骨
折
。
右
側
お
で

こ
を
裂
傷
、
出
血
が
止
ま
ら
な
い
状
態
で
柄
澤
政
儀
は
救
急
車
を
迎
え
に
外
へ
出
て
い
た
と

こ
ろ
へ
私
が
教
会
へ
日
参
し
て
来
た
。
み
や
か
ら
「
先
生
お
さ
づ
け
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と

言
わ
れ
、
そ
の
時
私
が
初
め
て
お
さ
づ
け
を
取
り
次
い
だ
と
こ
ろ
、
不
思
議
に
も
お
で
こ
の

出
血
が
見
る
見
る
止
ま
っ
た
。
病
院
搬
送
さ
れ
て
三
針
縫
い
、
そ
の
時
点
か
ら
私
は
「
神
様

あ
り
」
と
信
じ
、
本
当
の
信
仰
を
始
め
る
。
み
や
の
導
き
で
私
は
信
仰
を
深
め
た
。 

 

平
成
十
年
一
月
私
は
親
の
猛
反
対
の
中
で
政
儀
と
結
婚
。
十
一
年
三
月
十
六
日
長
女
恵
を

授
か
る
。
十
三
年
九
月
十
三
日
二
女
政
恵
を
出
産
。
二
人
の
娘
を
連
れ
て
修
養
科
へ
。
前
期

講
習
、
教
会
長
資
格
検
定
講
習
を
終
え
三
代
会
長
夫
人
と
し
て
二
十
年
間
つ
と
め
ま
し
た
。 

 

一
信
者
と
し
て
三
年
間
、
教
会
へ
の
日
参
と
、
み
や
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
た
お
陰
で
、

伏
せ
込
み
と
な
り
、
い
ま
の
私
が
あ
り
、
こ
れ
は
親
神
様
、
教
祖
、
霊
様
の
働
き
の
結
果
、

私
も
実
家
の
親
と
仲
直
り
し
、
両
親
を
日
本
に
連
れ
て
別
席
運
び
、
用
木
と
な
っ
て
中
国
に

帰
り
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
八
月
、
上
海
の
実
家
に
講
社
を
設
け
、
翌
年
八
月
改
式
の
儀
が
つ
と
め
ら

れ
ま
し
た
。（
二
回
と
も
錦
江
大
教
会
長
様
が
上
海
へ
渡
航
さ
れ
、
祭
主
を
つ
と
め
て
下
さ

い
ま
し
た
。）
講
社
を
通
し
て
に
を
い
が
け
、
現
在
用
木
二
名
、
中
席
運
び
中
四
十
六
名
で

し
た
。 

 

私
が
一
番
実
感
し
て
い
る
こ
と
は
、
神
様
は
い
つ
も
私
の
傍
に
い
て
、
私
を
支
え
て
く
れ

ま
し
た
。 
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婦
人
会 

◆ 
第
二
十
五
回
婦
人
会
の
集
い 

十
一
月
二
十
八
日(

水)

十
時
か
ら 

本
京
分
教
会
に
て
第
二
十
五
回
婦
人
会 

の
集
い
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

参
加
人
数
五
十
七
名
う
ち
子
供
四
名 

記
念
講
演
に
吉
永
道
子
先
生
を
招
き
、

子
育
て
広
場
「
か
ぁ
か
の
お
う
ち
」
を
通 

し
て
地
域
に
根
づ
い
た
子
育
て
支
援
の 

お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
直
会
、
福
引
き
大
会
と
賑
や 

か
に
集
い
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。
大
勢
の
方
に
ご
参
拝
頂
き
誠
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

◆ 

十
一
月
二
十
九
日
婦
人
会
で
深
大 

寺
、
神
代
植
物
公
園
に
紅
葉
が
り
に 

行
き
ま
し
た
。 （

参
加
人
数
十
一
名
） 

  

 

  

◆ 

今
月
の
婦
人
会
例
会
は 

十
二
月
十
九
日(

水)

に
変
更
に
な
り 

ま
し
た
。
開
和
分
教
会
に
て
十
時
よ 

り
、
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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に
を
い
が
け
・
例
会 

◆ 
十
一
月
三
十
日
（
金
）、
小
石
川
分
教
会 

 

に
て
、
十
時
よ
り
に
を
い
が
け
、
十
一
時 

 

よ
り
支
部
例
会
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き 

 

ま
し
た
。 

 
 

六
組
よ
り
当
該
教
会
長
の
中
村
先
生 

、
中
新
井
分
教
会
の
野
口
先
生
、
練
豊 

分
教
会
の
村
木
先
生
よ
り
お
話
し
を
聞 

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
参
加
者 

二
十
五
名
） 

 
 

  
 

 

青
年
会 

◆ 

練
馬
駅
周
辺
で
の
に
を
い
が
け
・
ひ

の
き
し
ん 

※
今
後
の
予
定 

十
二
月
七
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

練
馬
駅
南
口 

就
任
奉
告
祭 

十
一
月
二
十
三
日
（
金
）
に
開
和
分
教
会 

に
て
四
代
会
長
就
任
奉
告
祭
が
執
り
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

 

新
会
長 

柄
澤
惠
芬
さ
ん 

 

お
運
び 

九
月
二
十
六
日 

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

支
部
活
動
の
上
に
も
、
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

5 組では、１１月７日北府分教会

での例会の後、江戸博物館の見学、

そして帰りに東本大教会を参拝さ

せて頂きました。 

 

 

立教１８２年 

練馬支部おつとめ総会 
 

来年も例年の通り、新年のおつとめ総会をつとめさせ

て頂きます。 

お誘い合わせの上、一人でも多くご参加下さいますよ

うお願い申し上げます。 

     記 
日時、  １月３１日（木）午前１０時 

      (おつとめ奉仕者、午前９時集合） 

 

会場、  天理教都大教会 
    （大泉学園町 6-18-26 ☎3924-2633） 

 

内容、  ＊おつとめ 

＊講話、菅谷隆宏先生（西陣部属東橋分教会長）  

 （成人講座） 

＊直会 
❋おつとめの役割に当たられていない方も、大勢ご参加下さい。

（抽選会の賞品を募集しております。） 

天理教練馬支部 
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１２月行事予定 

❋印は、一般の方も是非ご参加下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本誌は、天理教ホームページの「信仰している方へ」の中の教区・支部情報ネットでご覧になれます。 

       【下の QR コードから直接アクセス出来ます】 

 

 

日 時 行 事 会場 担当者 

12 月  5 日（火） 

9：30 より 

教区ひのきしん 

 

東京教務支庁  

5 組 

12 月  7 日（金） 青年会 

 ひのきしん、路傍講演、他 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

久保 耕平 

070-6632-2160 

12 月  8 日（土） 

 9：30 より 15：00 

教区年末大掃除 東京教務支庁  

9、11 組 

❋12 月  9 日（日） 

13：30 より 

 

天理教基礎講座 

 

東京教務支庁 

 受講対象 15 歳以上 

 受講御供 500 円 

 

❋12 月 19 日（水） 

 10：00 より 

婦人会例会 

「婦人会の集い」反省、年間 

計画の打ち合わせ 

開和分教会 

南大泉 4-47-22 

3924-7763 

本芝和分教会 

白田まき子 

3997-5424 

1 月  4 日（金） 

16：00 より 

幹事会 

 

豊眞分教会 

桜台 5-14-9 

3991-4068 

 

1 月  4 日（金） 

19：00 より 

青年会 

 ひのきしん、路傍講演、他 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

久保 耕平 

070-6632-2160 

     
    練馬支部のページ 

天理教基礎講座 東京会場 
今月の予定 

１２月 ９日（日）【昼間】午後１時３０分～３時（午後１時より受付） 

受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

会場   東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ 

                    ０３－３９１７－０２４７ 

 内容   ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」 

       講話Ⅰ「かしもの・かりもの」 

ビデオ②「信仰のよろこび」  

 講話Ⅱ「親神様・教祖・ぢば」 
 


